




















要  約:従来行われている新生児訪問を,試験的に病院で働く助産婦が実施し, 母子訪問サ

ービスにおける勤務助産婦の役割を検討した.  その結果,(1)産褥 1力月までは,新しく母

親になった人は,入院中ケアを受けた助産婦による母子訪問サービスへのニーズは非常に

強く, プライマリーケアによる情緒的な支援を強く望んでいた (2)母子訪問は、退院後 2

週迄の早い時期に行う事が望ましい  (3)勤務助産婦による家庭訪問は, 母親の乳房や子

宮復古に関する問題,臍や啼泣など児の身体の生理的な問題等, 退院後まで引き続き観察

を必要とする事項がある場合に優先する  (4)入院中ケアを受けた顔見知りの助産婦によ

る訪問サービスは, 母親に安心をもたらすと共に助産婦も専門性を発揮することで満足が

得られていた.

  現行では,病産院からの新生児訪問は制度的に難しい状況にあるが,母親と助産婦双方の

満足を得る為にも, 現在行われている新生児訪問制度の見直しが必要であると考える.産

褥母子訪問サービス, いわゆる新生児訪問の委託を病産院にも行い,できるところから始

めていくことが望まれる.


